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今
年
も
8
月
を
む
か
え
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
危
機
と
い
う
か
つ
て

な
い
苦
難
の
事
態
の
な
か
、
安
倍

首
相
は
国
会
閉
会
後
も
改
憲
に
む

け
た
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
む
し
ろ
任

期
中
の
改
憲
に
む
け
強
い
意
志
を

述
べ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
感
染
対
策
を
口
実
に
緊
急

事
態
条
項
の
導
入
を
せ
ま
る
な
ど

改
憲
に
む
け
強
行
の
構
え
を
み
せ

る
一
方
、
検
事
問
題
で
は
ツ
イ
ッ

タ
ー
に
よ
る
呼
び
か
け
の
拡
散

や
、
都
知
事
選
で
も
多
く
の
有
名

人
が
選
挙
に
行
こ
う
と
意
思
を
表

明
す
る
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
新
た
な
運
動
の
流
れ

も
う
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
8
月
、

組
合
で
は
核
兵
器
廃
絶
を
共
通
の

課
題
と
す
る
「
平
和
の
波
」
行
動

に
取
り
組
み
ま
す
。
今
こ
そ
平
和

と
民
主
主
義
を
考
え
る
時
に
し
ま

し
ょ
う
。

今
年
は
戦
後
75
年
・
被
爆

75
年
に
あ
た
る
、
平
和
運
動

に
と
っ
て
節
目
の
年
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
行
動
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
広
が
り
に
よ
っ
て

5
月
3
日
の
憲
法
集
会
や
、

練
馬
の
地
域
集
会
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
初
め
て
の
原
水
禁

世
界
大
会
な
ど
、
大
規
模
な

集
会
は
残
念
な
が
ら
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
映
像

配
信
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
や
、
十
分
な
コ
ロ
ナ
対
策

を
取
り
な
が
ら
の
活
動
再
開

に
よ
っ
て
、
少
し
ず
つ
運
動

が
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま

す
。練

馬
支
部
憲
法
平
和
対
策

部
と
し
て
も
「
継
続
的
に
学

び
・
考
え
・
交
流
す
る
場
」

と
し
て
憲
法
カ
フ
ェ
の
開
催

や
、地
域
団
体
と
と
も
に「
安

倍
9
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
改
憲
発

議
に
反
対
す
る
全
国
緊
急
署

名
」
、
核
兵
器
廃
絶
に
む
け

た
「
平
和
の
波
」
行
動
な
ど

を
取
り
組
み
ま
す
。
無
理
な

く
出
来
る
こ
と
か
ら
少
し
ず

つ
始
め
ま
し
ょ
う
。私
も「
元

気
に
明
る
く
・
楽
し
く
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
頑
張
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
と
も
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

大
髙
健
次
支
部
教
育
宣
伝
部

長
は
東
京
土
建
本
部
主
催
の
平

和
共
同
取
材
に
参
加
し
東
京
大

空
襲
の
歴
史
と
資
料
セ
ン
タ
ー

の
変
遷
や
、
基
地
問
題
な
ど
、

幅
広
い
テ
ー
マ
で
学
習
を
し
ま

し
た
。
横
田
基

地
の
水
汚
染
問

題
で
は
、
周
辺

地
域
か
ら
飲
用

水
基
準
の
19
倍

の
有
害
物
質
が

検
出
さ
れ
た
ほ

か
、
数
多
く
の

汚
染
事
故
が
発

覚
し
、
沖
縄
の

基
地
問
題
を
含

め
生
活
環
境
と

平
和
を
守
る
視

点
か
ら
今
後
も

警
戒
が
必
要
で

す
。

高
松
分
会
で
は
6
月
の
憲

法
宣
伝
に
参
加
後
、
8
月
の

「
平
和
の
波
」
宣
伝
行
動
に

む
け
「
分
会
と
し
て
で
き
る

こ
と
」
を
考
え
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
う
ち
わ
・
横

断
幕
の
製
作
を
行
い
ま
し

た
。
う
ち
わ
・
横
断
幕
に
は
、

国
連
で
採
択
を
さ
れ
た
核
兵

器
禁
止
条
約
を
批
准
す
る
40

か
国
の
国
々
が
国
旗
で
デ
ザ

イ
ン
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
核

兵
器
禁
止
条
約
は
、
50
か
国

の
批
准
が
発
効
の
条
件
と
な

る
た
め
、
残
る
10
か
国
以
上

の
決
断
は
も
ち
ろ
ん
、
何
よ

り
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で

あ
る
日
本
の
参
加
が
私
た
ち

の
最
大
の
願
い
で
す
。
こ
う

し
た
仲
間
ひ
と
り
ひ
と
り
の

想
い
が
平
和
運
動
の
原
動
力

と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
密
対
策
を
と
り
な
が
ら

製
作
し
た
手
づ
く
り
グ
ッ

ズ
。
各
国
の
国
旗
は
刺
繍
仕

上
げ
で
「
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ

Ｊ
ｕ

ｄ
ｇ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

Ｃ
ｏ
ｕ
ｎ

ｔ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ
」
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
入
り
で
す
。

▽
総
務
省
の

人
口
推
計

（
18
年
）
に

よ
れ
ば
戦
争

体
験
世
代

（
45
年
終
戦

ま
で
の
生
ま

れ
の
国
民
の
う
ち
小
学
生
入

学
前
を
除
く
）
の
総
人
口
に

占
め
る
割
合
は
約
9
％
、
う

ち
元
兵
士
の
数
は
わ
ず
か
2

万
人
に
ま
で
減
少
し
、
日
本

は
「
戦
後
生
ま
れ
」
が
大
多

数
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
戦

後
世
代
は
自
ら
の
経
験
か
ら

戦
争
を
語
り
継
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
過
去
の
経
験

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
で

は
県
内
の
高
校
三
年
生
高
良

朱
香
音
さ
ん
の
詩
「
あ
な
た

が
あ
の
時
」
が
読
み
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
詩
は
、
今

を
生
き
る
高
良
さ
ん
が
、
こ

れ
ま
で
つ
ら
い
戦
争
体
験
を

話
し
伝
え
て
き
た
体
験
者
の

方
へ
の
感
謝
を
あ
ら
わ
し
て

い
ま
す
。
「
あ
な
た
が
あ
の

時
／
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
語

っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
／
私

た
ち
は
知
っ
た
／
永
遠
に
解

か
れ
る
こ
と
の
な
い
戦
争
の

呪
い
を
／
決
し
て
失
わ
れ
て

は
い
け
な
い
平
和
の
尊
さ
を

／
あ
り
が
と
う
」
▽
戦
後
を

生
き
る
私
達
は
、
ま
ず
は
自

分
達
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
そ
の
う
え
で
未

来
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
平
和
な
社
会
の
実
現
に

一
丸
と
な
れ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
八
月
が
そ
う
し
た
意
識

を
共
有
で
き
る
機
会
に
な
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
（
渡
）

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

藤
井
清
一
支
部
憲
法
平
和
対
策
部

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

高
松
分
会

2020年平和特集2020年平和特集平和の波に想いをのせて

平
和
共
同
取
材
に
参
加

東
京
土
建
国
保
の
コ
ロ
ナ
対
策
新
制
度

土
建
国
保
料
の
減
免
制
度
が
ス
タ
ー
ト

詳
細
は
2
面
に
掲
載
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東京土建国保は、新型コロナウイルスの影響により生活が著しく困難になっている仲間へ対して保険
料の減免制度と手当金の実施をおこないます。

�コロナで収入減少した仲間の「土建国保料�減免�制度」
次のいずれかの要件を満たす組合員は申請すると最大で8カ月分の東京土建国保料が減免されます。
〈主な要件〉
①前年の収入額から30％以上減少する組合員
②主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病を負った組合員
＊収入額は事業に限らず給与・不動産・山林収入も対象になります
〈減免割合〉
①のうち……30～39％減少：2020年2～5月の4カ月分
①のうち……40～49％減少：2020年2～7月の6カ月分
①②のうち…50％以上減少：2020年2～9月の8カ月分
＊「入院共済費」月250円も免除になりますが「組合費」については減免されません
〈減少率の計算式〉
減少率＝（2019年収入合計－2020年収入見込＊）÷2019年収入
＊2020年の収入見込＝2020年2～7月で最も低い2カ月×6

〈申請方法〉
支部事務所へ必要書類を提出→国保組合から減免決定通知が届く→翌月末をめどに登録ゆうちょ口座
あるいは事業所が指定する口座へ還付
＊〆切は12/23支部必着
〈申請に必要な書類〉
減免申請書（支部）、収入減少割合報告書（支部）、2019年分の収入額が確認できる書類（確定申告
書/源泉徴収票/非・課税証明書等）、2020年の収入が確認できる書類（売上台帳/給与明細等）＊法人
役員は取締役議事録も必要
〈問合せ〉
練馬支部へ「土建国保料の減免制度について」と連絡下さい☎03-3825-5522

�コロナ感染症手当金（傷病手当金）
新型コロナウイルス感染症に感染、あるいは発熱等の症状があり感染が疑われることにより療養

（入院・自宅・宿泊）して、収入の全部または一部を得ることができない組合員及び扶養家族を対象
に土建国保組合から「感染症手当金」が支給されますので練馬支部へ問い合わせください。（適用期
間2020年1/1～9/30）

「
持
続
化
給
付
金
」
今
年
1
〜
12
月
の
い
ず
れ
か
の

月
の
売
り
上
げ
が
、
前
年
同
月
比
で
50
％
以
上
の
減
少

が
あ
る
場
合
、
申
請
が
可
能
で
す
。
減
っ
た
月
の
売
り

上
げ
の
12
ヶ
月
分
と
、前
年
の
総
売
り
上
げ
の
差
額
を
、

個
人
は
1
0
0
万
円
、法
人
は
2
0
0
万
円
を
上
限
に
、

申
請
か
ら
2
週
間
程
度
で
給
付
さ
れ
ま
す
。
給
与
・
雑

所
得
の
申
告
者
も
対
象
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
新
た

に
地
代
・
家
賃
（
賃
料
）
の
負
担
を
軽
減
す
る
「
家
賃

支
援
給
付
金
」
も
新
設
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
申
請
を

行
っ
て
い
な
い
方
は
ぜ
ひ
組
合
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。持

続
化
給
付
金
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
請
と
あ
り
ま
す
が
、
パ
ソ

コ
ン
が
苦
手
な
う
え
、
ガ
ラ
ケ
ー
で
す
が
申
請
で
き

ま
す
か
？

Ａ
申
請
で
き
ま
す
。
支
部
窓
口
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
申
請
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
も
持
っ
て
い
な
い
方
も
ご
心
配
な
く
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

Ｑ
外
注
手
間
請
け
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は

確
定
申
告
を
「
給
与
」
で
申
告
を
し
ま
し
た
。
申
請

は
で
き
ま
す
が
？

Ａ
申
請
で
き
ま
す
。
「
給
与
」
申
告
の
方
も
業
務
委
託

契
約
に
基
づ
く
事
業
収
入
で
あ
る
こ
と
を
書
類
で
証

明
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
申
請
が
可
能
で
す
。
そ
の

他
に
も
要
件
が
ご
ざ
い
ま
す
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
申
請
相
談
に
か
か
る
費
用
は
い
く
ら
で
す
か
？
組
合

加
入
を
検
討
し
て
い
る
仲
間
も
相
談
で
き
ま
す
か
？

Ａ
組
合
員
で
あ
れ
ば
申
請
相
談
は
無
料
で
す
。
コ
ロ
ナ

関
連
制
度
の
相
談
を
き
っ
か
け
と
し
た
組
合
加
入
も

増
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
周
り
の
組
合
未
加
入
の
方
へ

こ
れ
を
機
に
組
合
加
入
を
お
す
す
め
く
だ
さ
い
。

相
談
は
5
0
0
件
を
超
え
仲
間

の
給
付
額
は
累
計
1
億
円
超
に

「
持
続
化
給
付
金
」

相
談
受
付
中

土建国保料の減免＆感染症手当金制度がスタート！
コロナに負けない！
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Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
取
得
の
き
っ
か
け

は
？組

合
の
仲
間
か
ら
の
す
す

め
で
申
請
を
し
ま
し
た
。

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
取
得
、
技
能
評
価

で
上
位
資
格
を
取
得
し
た
感

想
は
？

目
に
見
え
る
形
で
評
価
を

さ
れ
る
こ
と
で
自
信
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
町
場
で
は
ま

だ
ま
だ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
活
用
で

き
る
現
場
が
少
な
い
の
で
す

が
、
今
後
活
用
の
機
会
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら
申
請
を
す
る
仲
間

へ
一
言

技
能
評
価
を
受
け
る
に
は

資
格
取
得
が
必
要
で
す
。
ま

だ
必
要
な
い
と
は
思
わ
ず
に

資
格
取
得
か
ら
早
め
の
申
請

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

東
京
土
建
練
馬
支
部
の
顧

問
を
し
て
お
り
ま
す
社
会
保

険
労
務
士
の
竹
島
で
す
。
今

年
度
も
「
厚
生
年
金
算
定
相

談
会
」
に
相
談
員
と
し
て
、

同
業
の
小
室
社
労
士
と
交
替

で
算
定
基
礎
届
の
書
類
作
成

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

し
た
が
、
保
険
料
の
基
礎
と

な
る
報
酬
月
額
を
決
定
す
る

年
1
回
の
大
切
な
届
出
で
す

の
で
、
支
部
の
万
全
な
感
染

防
止
対
策
の
も
と
相
談
会
を

無
事
終
え
ま
し
た
。
算
定
基

礎
届
は
4
月
〜
6
月
に
支
払

わ
れ
た
給
与
総
支
給
額
÷
3

で
算
出
し
た
報
酬
月
額
を
基

に
当
年
9
月
〜
翌
年
8
月
ま

で
の
厚
生
年
金
保
険
料
が
決

定
さ
れ
ま
す
。
こ
の
届
出
の

み
で
な
く
、
固
定
的
賃
金
の

変
動
（
役
員
報
酬
の
変
更
、

昇
給
、
日
給
か
ら
月
給
制
へ

の
賃
金
体
系
の
変
更
等
）
が

あ
り
報
酬
月
額
に
2
等
級
以

上
の
差
が
生
じ
た
場
合
は
、

随
時
に
月
額
変
更
届
を
提
出

し
、
変
動
が
あ
っ
た
支
給
月

か
ら
4
ヶ
月
目
に
保
険
料
も

改
定
に
な
り
ま
す
。
今
年
度

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
休
業

手
当
（
60
％
〜
1
0
0
％
未

満
）
を
支
給
し
た
場
合
も
、

条
件
に
該
当
す
れ
ば
報
酬
月

額
の
変
更（
保
険
料
の
減
額
）

が
可
能
で
す
。
但
し
一
時
的

な
も
の
で
あ
り
、
休
業
手
当

の
支
給
が
な
く
な
っ
た
月
か

ら
4
ヶ
月
目
に
再
度
月
額
変

更
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

現
在
、
日
本
年
金
機
構
で
は

4
〜
5
年
に
1
回
、
定
期
的

な
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

提
出
漏
れ
を
指
摘
さ
れ
ま
す

と
遡
及
し
て
保
険
料
が
追
徴

さ
れ
ま
す
。
相
談
会
で
は
、

月
額
変
更
届
の
提
出
漏
れ
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

上
記
事
由
が
発
生
し
た
時
は

届
出
が
必
要
か
否
か
支
部
へ

連
絡
し
確
認
の
程
お
願
い
致

し
ま
す
。

南田中分会 井村満さん

能
力
評
価
制
度
で
レ
ベ
ル

4
（
最
高
レ
ベ
ル
・
ゴ
ー
ル

ド
カ
ー
ド
）
取
得
要
件
と
な

る
「
登
録
建
築
大
工
基
幹
技

能
者
」
の
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

【
日
時
】
2
0
2
0
年
10
月

4
日
・
5
日
（
2
日
間
講

習
）

【
会
場
】
全
建
総
連
会
館

（
新
宿
区
高
田
馬
場
2
・
7

・
15
）

【
受
講
資
格
】
一
級
建
築
大

工
技
能
士
、
枠
組
壁
建
築
技

能
士
、
一
級
ま
た
は
二
級
建

築
施
工
管
理
技
士
、
一
級
ま

た
は
二
級
建
築
士
、
木
造
建

築
士
、
プ
レ
ハ
ブ
建
築
マ
イ

ス
タ
ー
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
保
有
し
て
い
る
方
で
、
か

つ
大
工
の
実
務
経
験
10
年
以

上
う
ち
3
年
以
上
の
職
長

（
棟
梁
）
経
験
者
（
詳
細
は

支
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

【
金
額
】
4
4
0
0
0
円
…

…
終
了
証
発
行
後
、
ど
け
ん

共
済
・
全
建
総
連
の
資
格
取

得
祝
い
金
2
0
0
0
0
円
が

申
請
で
き
ま
す
。
34
歳
以
下

の
組
合
員
場
合
は
さ
ら
に

「
ラ
イ
カ
34
」
で
5
0
0
0

円
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
締
切
】
2
0
2
0
年
9
月

7
日
技
術
セ
ン
タ
ー
必
着

（
定
員
に
達
し
次
第
締
切

り
）

【
申
し
込
み
・
詳
細
は
】
練

馬
支
部
へ
ご
連
絡
を
く
だ
さ

い

竹島社会保険労務士

「家賃支援給付金」は、5月の緊急事態宣言の延長等により、売り上
げの減少に直面する事業者の事業継続を下支えするため、地代・家賃（賃
料）の負担を軽減する給付金を支給します。

〈給付金額〉
個人事業者（一人親方含む）は最大300万円、法人は最大600万円

〈対象家賃〉
店舗の他、個人事業者の「自宅」兼「事務所」や「駐車場」「社宅」

「資材置場」等の事業割合分も対象となります（賃料・共益費・管理
費）

〈支給要件〉
2020年5～12月までの①いずれかの月に売上が前年同月に比べて半
分以上減少していること、あるいは②連続する3カ月の合計で前年同
期に比べて30％以上減少していること、①・②のどちらか

〈申請方法〉
「家賃支援給付金」申請HPから電子申請します。
仮登録㌻でメールアドレス等を入力→メールが届いたらURL をク

リック ID・パスワードを入力してマイページ作成→申請フォームにそ
って入力申請内容を証明する書類等を添付→送信完了

〈必要書類〉
○賃貸借契約を証明する書類（賃貸借契約書等）
○直近3カ月分の賃料支払を証明する書類（通帳等）
○確定申告書類（原則受付印が押印されているもの）
青色…直近の確定申告書第一表、決算書1～2㌻の控
白色…2019年分の確定申告書第一表
法人…確定申告書別表一、事業概況説明書1～2㌻控

○対象月（2020年5～12月から任意で選択）の収入がわかるもの
（確定申告の基礎となる書類を原則）
○個人は申請者本人、法人は法人あるいは代表者名義の振込先口座の
通帳の写し（表面、開いた1～2㌻目）

○個人のみ本人確認書類（顔写真付又は、保険証＋住民票等）

会
議
に
参
加
を
し
た
両
共
同
代
表

（
左
）
福
岡
忠
行
共
同
代
表

（
右
）
小
林
修
男
共
同
代
表
（
建
設

ユ
ニ
オ
ン
練
馬
支
部
執
行
委
員
長
）

建
設
ユ
ニ
オ
ン
と
と

も
に
結
成
し
7
年
を
む

か
え
る
練
馬
建
設
協
議

会
は
、
7
月
10
日
に
今

年
度
初
の
定
例
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
次
期
練

馬
区
区
議
会
と
の
予
算

要
望
懇
談
に
む
け
土
建

と
ユ
ニ
オ
ン
両
組
合
の

仲
間
の
現
状
を
共
有

し
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
盛

り
込
ん
だ
要
望
内
容
を

討
議
し
ま
し
た
。
2
月

末
賃
金
実
態
調
査
の
結

果
を
ま
と
め
た
「
練
馬

建
設
労
働
白
書
」
の
活

用
と
と
も
に
仲
間
の
実

態
を
議
会
へ
届
け
て
い

き
ま
す
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
能
力
評
価
制
度
が
ス
タ
ー
ト

要求実現にむけ再スタートをきる

練馬区建設協議会

俺
は
持
っ
て
る

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
最
高
レ
ベ
ル
（
ゴ
ー
ル
ド

カ
ー
ド
）
の
仲
間
を
紹
介

大
工
で
レ
ベ
ル
4
を
目
指
す
な
ら

登
録
建
築
大
工

基
幹
技
能
者
講
習
の
開
催

コロナ対策新制度
「家賃支援給付金」を使おう

コロナ対応の
給与支払いはご注意を

厚生年金算定相談会を終えて
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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今
月
も
心
励
ま
さ
れ
る

前
向
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
「
コ

ロ
ナ
自
粛
の
為
ク
ロ
ス
ワ

ー
ド
パ
ズ
ル
が
楽
し
み
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す

（
高
松
分
会
／
笹
川
勝
雄

さ
ん
）
」
自
宅
で
過
ご
す

時
間
が
増
え
る
な
か
、
け

ん
せ
つ
北
部
を
楽
し
み
の

一
つ
に
し
て
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
月

も
皆
様
か
ら
の
お
便
り
を

紹
介
し
ま
す
。

◇
マ
ス
ク
を
し
な
が
ら
の

通
勤
が
暑
さ
で
き
つ
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
（
早
宮

分
会
／
天
野
邦
子
さ
ん
）

◇
暑
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
と
暑
さ
に
気

を
つ
け
て
。
（
石
神
井
台

分
会
／
吉
田
敏
夫
さ
ん
）

◇
7
月
5
日
は
首
長
選
挙

で
す
。
公
契
約
条
例
の
制

定
を
目
指
そ
う
。
職
人
の

低
賃
金
・
低
単
価
の
社
会

か
ら
抜
け
だ
そ
う
。
家
族

そ
ろ
っ
て
選
挙
に
行
こ

う
。
（
上
石
神
井
分
会
／

尾
﨑
正
一
さ
ん
）

◇
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
に
な
っ
て

4
、
5
カ
月
。
み
ん
な
と

お
話
を
し
た
く
な
り
ま
し

た
ね
。
（
桜
台
分
会
／
笹

原
き
ぬ
子
さ
ん
）

◇
暑
さ
も
コ
ロ
ナ
も
乗
り

切
ろ
う
。
（
旭
町
光
が
丘

分
会
／
工
藤
吉
春
さ
ん
）

◇
日
々
、
家
族
と
の
笑
い

が
絶
え
な
い
こ
と
を
心
が

け
て
生
活
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
高

松
分
会
／
笹
川
勝
雄
さ

ん
）

練
馬
支
部
シ
ニ
ア
友
の
会

も
元
気
に
活
動
を
再
開
し
ま

し
た
。
年
間
計
画
の
見
直
し

と
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
を
議

論
し
、
シ
ニ
ア
友
の
会
の
果

た
す
役
割
を
み
ん
な
で
考
え

ま
し
た
。
健
康
面
、
感
染
防

止
を
最
大
限
に
配
慮
し
た
う

え
で
で
き
る
こ
と
の
実
践
に

む
け
て
、
ま
ず
は
代
表
者
会

議
で
の
意
見
集
約
に
む
け
て

準
備
を
行
い
ま
し
た
。

支部シニア友の会の会議の様子

8
月
平
和
特
集
号
を
記
念

し
て
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら

の
、
平
和
に
む
け
た
想
い
・

次
世
代
に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
募
集
し
ま
す
。
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
ほ
か
、
所
属
の
分

会
・
群
・
お
名
前
・
「
平
和

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
記
載

の
う
え
、
練
馬
支
部
事
務
所

へ
ハ
ガ
キ
に
て
投
函
く
だ
さ

い
。

施工業者を募集します
支部会館各階に設置の全熱交換形換気
扇（ロスナイ）設備・全13台の交換工
事を行うため、施工業者の公募を行い
ます。
①応募資格 東京土建練馬支部所属組
合員の事業者

②見積提出期限 9月10日（木）午後5
時まで

③選定基準
・経営が安定し工事の遂行に支障をき
たすような不安がないこと

・改修工事終了後もアフターケア・メ
ンテナンス体制を持っていること

・金額および施工体制における組合員
の従事予定を考慮します

④業者決定および工期について
・各社から出された見積書にもとづき
検討し会館管理委員会で選定し、10
月8日開催執行委員会で承認を得ま
す

・事務所業務と調整し、工事日程を設
定（10月中旬～12月の期間を予定）

■
タ
テ
の
カ
ギ

1

乙
・
織
・
か
ぐ
や

2

皮
に
綱
目
の
筋
が
あ

る
、
ジ
ャ
コ
ウ
と
呼
ば

れ
る
果
実

3

着
せ
替
え
人
形
の
代
名

詞
…
…
ち
ゃ
ん
人
形

4

時
代
劇
の
俳
優
が
か
ぶ

り
ま
す

5

一
般
的
に
は
五
百
円
玉

8

人
の
境
遇
。
…
…
相
談

10

鬼
の
頭
に
生
え
て
い
ま

す

12

青
森
の
有
名
な
夏
行

事
、
今
年
は
中
止
で
す

13

氷
水
と
も
言
い
ま
す

14

出
か
け
て
楽
し
み
ま
す

18

サ
ウ
ナ
風
呂
の
…
…
時

計

20

履
物
を
は
い
た
ま
ま
の

足

23

出
船
の
と
き
鳴
ら
し
ま

す

25

七
つ
の
次
の
数

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

「
向
日
葵
」
の
読
み
方

は

4

話
の
や
り
と
り
。
英
…

…

6

鳴
か
な
い
セ
ミ
は
オ
ス

？
そ
れ
と
も
メ
ス
？

7

混
み
過
ぎ
た
状
態

9

革
が
化
け
る
と
？

11

飼
い
主
の
い
な
い
猫

13

こ
と
わ
ざ
「
…
…
よ
り

年
の
功
」

15

人
差
し
指
と
中
指
で
…

…
サ
イ
ン
を
出
す

16

度
量
衡
の
単
位
で「
千
」

17

映
画
で
は
西
部
劇

19

水
の
都
の
名
物
の
小
舟

21

夏
は
枝
豆
で
…
…
ビ
ー

ル

22

ス
ピ
ー
ド
。
…
…
制
限

24

つ
る
つ
る
し
た
表
面

26

利
子
や
金
利

27

入
り
乱
れ
て
立
つ
こ
と

【
問
題
】
二
重
ワ
ク

の
文
字
を
、
Ａ
〜
Ｆ

の
順
に
並
べ
て
で
き

る
言
葉
は
、
な
に
？

塗
装
工
（
塗
床
）
（
2
人
）
社
員

カ
イ
セ
イ
フ
ロ
ア
ー
（
西
大
泉
分
会
）

練
馬
区
西
大
泉
4
―
8
―
12

☎
0
8
0
―
5
4
4
6
―
4
6
6
2

左
官
（
2
人
）
社
員
・
見
習

㈲
ヨ
シ
ム
ラ
工
業
（
泉
分
会
）

練
馬
区
南
大
泉
2
―
3
―
35

☎
0
9
0
―
2
7
3
3
―
4
9
0
7

造
園
（
剪
定
）
（
一
人
）
社
員

ガ
ー
ド
ゥ
ナ
ア
ー
・
ド
イ（
豊
玉
分
会
）

練
馬
区
豊
玉
中
4
―
3
―
13
―
4
0
3

☎
0
9
0
―
8
6
4
8
―
5
6
7
3

内
装
工
（
3
人
以
上
）
社
員

㈱
坪
田
内
装
（
北
練
馬
分
会
）

練
馬
区
錦
2
―
6
―
5

☎
0
9
0
―
5
4
2
4
―
0
4
9
4

お
問
い
合
わ
せ
＆
申
し
込
み
は
東
京
土

建
練
馬
支
部
求
人
・
求
職
係
ま
で

03
（
3
8
2
5
）
5
5
2
2

〇
6
月
9
日
（
2
5
6
9
号
）
の
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者

答
え
：
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
（
水
芭
蕉
）

田
柄
分
会

恩
田
菊
野
さ
ん

桜
台
分
会

笹
原
き
ぬ
子
さ
ん

豊
玉
分
会

永
島
玖
怜
亜
さ
ん

高
松
分
会

笹
川
勝
雄
さ
ん

新
豊
玉
分
会

久
保
敦
志
さ
ん

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
正
解
を
答
え

て
お
送
り
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、

抽
選
で
5
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
（
5

0
0
円
分
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
宛
先
】
〒
1
7
6
―
0
0
2
3

練
馬
区
中
村
北
1
―
6
―
2

東
京
土

建
練
馬
支
部
「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
係

【
締
め
切
り
】
2
0
2
0
年
9
月
18
日

（
金
）
支
部
到
着
分
ま
で

余
白
に
お
便
り
や
イ
ラ
ス
ト
を
自
由
に

お
書
き
下
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
和
へ
の
想
い

次
世
代
に
伝
え
た
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す

シニア友の会も
活動再開

シニア友の会も
活動再開
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